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第４回定期総会を開催 

第
４
回
定
期
総
会
を

１１

月

２１
日
（
火
）
地
協
事
務
所
で
開

催
し
、
２
０
１
８
年
、
２
０
１
９

年
の
運
動
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
役
員
改
選
も
行
わ

れ
、
新
議
長
に
小
竹
泰
信
（
し
の

う 

や
す
の
ぶ
）【
関
電
労
組
御

坊
支
部
】
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。 

総
会
は
、
来
賓
に
連
合
和
歌

山
の
池
田
祐
輔
会
長
と
、
濵
地

正
由
事
務
局
長
、
推
薦
議
員
の

平
井
御
坊
市
議
会
議
員
も
ご
参

加
い
た
だ
き
、
代
議
員
２９
名
、

役
員
１９
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

決
定
し
た
運
動
方
針
は
、「
希
望

と
安
心
感
が
持
て
る
労
働
環
境
を

作
ろ
う
」
、
「
地
域
で
働
く
す
べ
て

の
人
の
支
え
に
な
ろ
う
」
、
「
組
合

員
は
も
と
よ
り
、
地
域
社
会
に
も

有
益
な
存
在
に
な
ろ
う
」
を
運
動

の
基
軸
に
、
働
く
こ
と
を
軸
と
す

る
安
心
社
会
に
向
け
た
政
策
・
制

度
実
現
や
、
労
働
条
件
の
底
上
げ

と
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の
実
現

な
ど
主
要
課
題
に
取
り
組
み
ま

す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９
月
１４
日
（
木
）
地
協
事
務
所
に

お
い
て
政
策
学
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。 

政
策
学
習
会
は
「
政
策
・
制
度
要

求
と
提
言
」
作
成
に
当
た
っ
て
、
そ

の
時
々
の
課
題
に
つ
い
て
幹
事
を

中
心
に
勉
強
し
ま
す
。
今
年
は
講

師
に
、
御
坊
労
働
基
準
監
督
署 

森
監
督
課
長
を
迎
え
、「
過
労
死
・

過
重
労
働
の
撲
滅
、
働
き
方
改
革

に
向
け
て
」
と
題
し
て
、
労
働
時
間

の
削
減
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

森
課
長
か
ら
、
労
働
時
間
の
状

況
と
し
て
は
、
３０
歳
代
・
４０
歳
代

男
性
で
週
６０
時
間
以
上
就
業
し
て

い
る
者
の
割
合
が
高
く
、
残
業
が

発
生
す
る
理
由
と
し
て
「
業
務
量

が
多
い
」
「
人
員
が
不
足
し
て
い

る
」
「
業
務
の
繁
閑
の
差
が
大
き

い
」
な
ど
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
労
働
基
準
監
督
署
は
、【
監
督

指
導
・
捜
査
体
制
の
強
化
】【
企
業

名
公
表
制
度
】【
無
料
電
話
相
談
】

な
ど
で
、
長
時
間
労
働
の
削
減
に

向
け
て
の
取
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
企
業
向
け
に
は
新
た

な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
、
労
働

時
間
の
適
正
把
握
を
徹
底
し
て
い

る
。
長
時
間
労
働
の
削
減
に
は
、

労
使
双
方
が
よ
く
話
し
合
い
、
十

分
な
理
解
と
協
力
の
下
に
行
わ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
で
し
た
。 

連
合
は
、
重
要
政
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
労
働
者
の
健
康
・
安
全

の
確
保
の
た
め
の
「
労
働
時
間
制

度
の
見
直
し
」
を
掲
げ
て
お
り
、

こ
れ
以
上
働
か
せ
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
労
働
時
間
の
上
限
を

法
律
で
規
制
す
る
こ
と
、
そ
し

て
、
終
業
時
刻
か
ら
翌
日
の
始
業

時
刻
ま
で
に
一
定
の
時
間
を
空

け
、
労
働
者
の
休
息
時
間
を
確
保

す
る
「
休
息
時
間
（
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
）
規
制
」
の
導
入
を
求

め
て
い
ま
す
。 

ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援

団
！R

E
N

G
O

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
長
時
間
労
働
の
是
正
」
の
一
環

と
し
て
、
36
協
定
や
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
規
制
等
の
認
知
度
確

認
の
街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
を
２
０

１
７
年
３
月
１
日
～
６
月
９
日

の
間
に
実
施
し
ま
し
た
。
【
上
記

表
を
参
照
】
こ
の
結
果
、
労
働
時

間
が
長
く
、
な
か
な
か
休
め
な
い

実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
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       見てくださいね！地協のブログ 

 

 

 

 

 

地協ブログは【有田・御坊日高地域協議会】で検索して下さい。 

地協の活動や地域の紹介、おれんじ通信などを載せています。ぜひ見てください❕ 

 

 

 

 

 

 

 

有田・御坊日高地域協議会

会 

 

地
協
は
、
２
０
１
７
年
に
４
回

の
街
頭
行
動
と
毎
月
街
宣
車
に
よ

る
街
宣
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

街
頭
行
動
は
、
連
合
の
【
な
ん
で

も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
「
０
１
２

０-

１
５
４-

０
５
２
」】
の
周
知
や
、

最
低
賃
金
の
改
定
を
周
知
す
る
街

頭
を
行
い
ま
し
た
。 

街
宣
車
で
の
街
宣
活
動
は
「
な

ん
で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
が

９
回
、
最
低
賃
金
の
周
知
が
２
回
、

メ
ー
デ
ー
の
周
知
を
４
月
に
行
い

ま
し
た
。 

街
頭
行
動
・
街
宣
活
動
は
労
働

組
合
の
な
い
職
場
の
労
働
者
を

対
象
に
行
い
ま
す
。
今
、「
セ
ク
ハ

ラ
」「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
不
当
解
雇
」

な
ど
、
職
場
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

は
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
誰
も

が
他
人
事
で
は
な
い
状
況
で
す
。

小
さ
な
ス
ト
レ
ス
か
ら
大
き
な

不
安
ま
で
、
一
人
ひ
と
り
が
抱
え

る
問
題
は
様
々
で
す
。
そ
ん
な
不

安
や
悩
み
を
抱
え
た
多
く
の
働

く
仲
間
に
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

の
存
在
を
知
ら
せ
て
力
に
な
り

た
い
。
そ
ん
な
思
い
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

地
協
で
は
他
に
も
地
方
紙
や
折

込
情
報
誌
に
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

の
周
知
と
と
も
に
労
働
法
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
す
る
「
ワ
ー
ク
ル

ー
ル
Ｑ
＆
Ａ
」
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。 い

ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
通
し

て
連
合
の
仲
間
を
増
や
し
「
働
く

こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の

実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
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どんな 

条件かな？ 

見たいよ～

❓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークルールクイズ 
Q1 

就業規則を見たいと言ったら、「ウチの会社にはないよ」と！？ 

就業規則について、正しいものをすべて選んでください。 

1 始業・終業時間、休憩時間、休日、賃金、退職に関する事

項は必ず記載しなければならない。 

2 就業規則は見やすい場所に掲示し、労働者に周知しなけれ

ばなりません。 

3 常時 5０人以上の労働者を使用している事業場では、就業

規則を労働基準監督署に届け出なければならない。 

  

 

働く際（労働契約を結ぶ際）には、自分が働く場合

の条件をきちんと確認しましょう！ 

会社から閲覧を拒否された場合は、労基署で開示を

求めることができます。 

 

Q２ 毎日、朝早くから夜遅くまで働き、休日も出勤…労働時間に制限はないの？❓

長時間労働について、正しいものをすべて選んでください。 

①組合名②住所③氏名④解答を書いて FAXで応募ください。 

正解者には抽選で素敵な景品が当たります。 

締切は２０１８年１月１２日（金）まで   地協 FAX ０７３８（２３）０４００ 

仕事が

終わら

ない 1 労働基準法では、労働時間は１日 8時間、週 40時間と定め

られている。 

2 残業をさせる場合は 36協定を締結・届出をし、労働者に周

知することが必要です。 

3 直近の 1か月間に 100時間以上の残業は過労死の労災認定

ラインとされています。 

 

頭がボ～

っとする 
時間外労働には限度時間があり、必要最小限に

とどめることが重要です。長時間労働は本人に

自覚がないことが多いから、周囲の人が気付く

ことも大切です。 


